
大石 きみ ちゃん　４月23日生

本橋 庵
い お り

浬 くん　５月15日生

三宅 凛
り

晏
あ

 ちゃん　６月12日生

秋友 飛
と

熙
き

 くん　７月８日生

宇根 碧
あ お と

杜 くん　４月17日生

三好 誠
せい

也
や

 くん　４月26日生

池㞍 ひかり ちゃん　６月７日生

山田 優
ゆ

月
づき

 くん　６月14日生

佐々木 せと くん　８月11日生

山上 陽
ひ

菜
な

乃
の

 ちゃん　３月12日生

町の将来を見据えた事業を実施（事務報告質疑） �  ２～５P
マテリアルの増産計画は 等（町長・教育長報告質疑） �  ６・７P
移住・定住者増へ新たな策は 等（一般質問） �  ８・９P
従業員が定着する体制に（四国汽船と協議会） �  10P
５年前にいた時が忘れられず（がんばっりょるで） �  12P
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あ
か
る
く
・
げ
ん
き
に
・
す
く
す
く
と
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令和５年度　一般会計決算（歳出）

35億1912万円

（９月定例会）

事　務　報　告（抜粋）

　本町の財政状況は、歳出全体に占める公債費の割合が高い水準で推移してい
ることから厳しいものとなっており、財源不足には基金からの繰り入れを行な
うとともに、必要最小限の地方債発行で対処しました。
　また、三菱マテリアルを中心とした環境産業・環境活動、ベネッセアートサ
イト直島などの文化活動、水産業をはじめ地場産業の育成など多角的経済基盤
の確立を図るとともに、第６回目の瀬戸内国際芸術祭に向けた体制強化など「み
んなと共に、まえへ前へ！」を目標に掲げ、各種事業の推進に努めました。

　令和６年第３回定例会が９月５日から11日までの会期で開催されました。

　一般質問に３人が登壇。一般会計、特別会計及び簡易水道事業会計の決算認定、令和６年度補正予算など

報告３件、議案15件を審議し、いずれも原案どおり可決し、全日程を終了しました。

令和５年度直島町決算一覧表
（単位　千円）

区　分

会計別

歳　　　入 歳　　　出

予算額 決算額 予算額 決算額

一般会計 3,658,549 3,702,353 3,658,549 3,519,117

国民健康保険事業特別会計 365,754 368,316 365,754 351,840

介護保険事業特別会計 439,083 439,652 439,083 431,037

診療所事業特別会計 314,339 319,958 314,339 308,257

後期高齢者医療事業特別会計 72,023 72,460 72,023 71,514

下水道事業特別会計 299,974 290,808 299,974 286,808

宅地造成事業特別会計 84,123 87,295 84,123 81,419

簡易水道事業会計

資本的収入 資本的支出

予算額 決算額 予算額 決算額

478,094 512,701 473,969 450,885

収益的収入 収益的支出

予算額 決算額 予算額 決算額

78,361 78,359 224,626 215,466

事業を実施

火まつり

ふるさと納税返礼品 　　1570万円

総合福祉センター大規模改修工事　 1070万円

子育て支援（おむつ・ミルク等助成）事業　   178万円

焼却施設設備補修工事 　　1562万円

直島の火まつり助成 　　  820万円

生活応援クーポン券事業 　　3591万円

宮ノ浦38号線舗装工事 　　1336万円

追出地区急傾斜崩壊対策工事　 1623万円

横防家族用住宅整備工事 　　4235万円

ハザードマップ更新 　　　 99万円

中高生海外研修事業 　　  168万円

中学校竪穴区画改修工事 　　5500万円

スプリンクラー等設備整備工事　 4290万円

下水道長寿命化工事 　　6987万円

姫宮団地造成事業  　　7232万円

横防地区配水管更新工事 　　1471万円

玉野分水管布設工事負担金 　　3635万円

総
民
民
衛
商
商
土
土
土
消
教
教
診
下
宅
簡
簡

こんな事業に使いました
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町の将来を見据えた

姫宮団地造成

ハザードマップ

火まつり

おむつ・ミルク助成

追出急傾斜

中高生海外研修
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住宅問題に質問集中
ど
う
す
る
つ
り
公
園

Q
（
浜
口
）
整
備
調
査

業
務
を
行
な
っ
て
い

る
が
、
報
告
を
聞
い
て
の
評

価
は
。

A
（
町
長
）
大
変
お
金

が
か
か
る
。
少
し
不

備
が
あ
る
か
と
思
う
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
今
後
検
討
す

る
。
ま
た
、
固
定
桟
橋
・
石

積
護
岸
・
法
面
の
崩
落
等
、

危
険
な
所
も
あ
り
、
工
事
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。空

き
家
・
空
き
地
の

�

有
効
活
用
は

Q
（
西
岡
）
町
内
の
空

き
家
で
簡
単
な
修
理

で
住
め
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
補
助
金
制
度
が

あ
る
が
、
資
材
等
が
高
騰
し

て
お
り
、
も
う
少
し
補
助
額

を
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
空

き
家
の
改
修
補
助
は
、

県
の
事
業
に
町
も
補
助
し
て

い
る
。
県
は
、
こ
の
制
度
の

活
用
等
精
査
し
て
お
り
、
町

だ
け
が
先
に
上
げ
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
。

主
な
質
疑

住
む
環
境
は
最
適
だ
が

Q
（
浜
口
）
住
む
環
境

は
最
適
で
、
仕
事
も

あ
り
家
も
あ
る
と
い
う
状
況

を
つ
く
ら
な
い
と
移
住
は
望

め
な
い
。
住
宅
と
仕
事
を

セ
ッ
ト
に
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

A
（
町
長
）
住
宅
は
喫

緊
の
課
題
だ
が
、
す

ぐ
に
で
き
る
も
の
で
も
な

い
。
す
ぐ
に
住
め
る
空
き
家

も
あ
る
が
、
お
盆
、
お
正
月

に
帰
る
の
で
貸
せ
な
い
と
い

う
方
が
多
い
の
が
現
状
だ
。

町
で
移
住
体
験
住
宅
を

Q
（
山
下
）
以
前
、
広

島
県
大
崎
上
島
町
の

体
験
住
宅
を
視
察
し
た
。
電

化
製
品
等
も
全
て
そ
ろ
っ
て

い
た
。民
間
の
運
営
で
な
く
、

町
で
体
験
住
宅
を
構
え
て
は

と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
住
宅
は
必

要
と
考
え
て
い
る
が

お
金
が
い
く
ら
で
も
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
で
き
る
か
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

返
礼
品
の
充
実
は

Q
（
中
根
）
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
を
充

実
し
た
と
あ
る
が
、
新
し
く

増
え
た
の
か
。
寄
附
額
は
ど

れ
く
ら
い
が
多
い
の
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
特

に
増
え
て
は
い
な
い
。

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ベ
ネ
ッ

セ
商
品
が
人
気
だ
。
金
額
的

に
は
、
１
万
円
か
ら
３
万
円

く
ら
い
が
多
い
。

備
蓄
品
の
更
新
は

Q
（
宮
原
）
備
蓄
食
糧

の
更
新
だ
が
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
、
更
新
の
内
容

は
。

A
（
総
務
課
長
）
切
れ

る
前
に
更
新
し
て
い

る
。
３
日
分
を
用
意
し
て
お

り
、
品
物
に
よ
っ
て
消
費
期

限
が
あ
り
、
切
れ
る
前
に
買

い
替
え
る
。

ど
う
な
る
女
文
楽

Q
（
浜
口
）
座
員
の
年

齢
的
に
、
今
、
何
か

手
を
打
た
な
い
と
消
滅
の
危

機
が
来
る
の
で
は
と
心
配
し

て
い
る
。
直
島
に
定
住
し
て

く
れ
る
後
継
者
が
必
要
と
考

え
る
が
。

A
（
教
育
長
）
大
変
危

機
的
な
状
況
と
認
識

し
て
い
る
。
他
市
町
で
団
体

を
保
存
す
る
た
め
の
取
り
組

み
も
十
分
調
べ
た
。
人
形
浄

瑠
璃
に
つ
い
て
は
、
成
功
し

た
事
例
が
な
か
っ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
の
方
法
も

調
べ
た
が
、
全
国

で
も
成
功
事
例
は

な
か
っ
た
。
人
形

の
使
い
手
に
つ
い

て
は
少
し
若
い
方

が
入
っ
て
い
る

が
、
見
通
し
は
明

る
い
展
望
が
持
て

て
い
な
い
。

１番人気のオリーブオイル

事務報告

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
推
進
は

Q
（
宮
原
）
高
齢
者
や

デ
ジ
タ
ル
を
あ
ま
り

利
用
し
な
い
方
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
活
動
支
援
が
で
き

て
い
る
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
世

代
間
交
流
事
業
で
、

香
川
大
学
の
直
島
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
高
齢
者

と
の
意
見
交
換
や
交
流
の
中

で
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
を
し

て
い
る
。

（
町
長
）
国
の
方
向
性
が
見

え
な
い
。
先
行
投
資
し
て
、

町
の
方
向
と
国
の
方
向
が
違

う
と
投
資
し
た
意
味
が
な
く

な
る
。
し
か
し
、
国
が
進
ま

な
く
て
も
、
町
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
、
少

し
で
も
前
に
進
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

大切な飲料水
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（�

）

Q
（
山
上
）
昨
年
実
績

比
６
０
０
０
万
円
も

の
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

被
保
険
者
数
の
減
に

よ
り
４
５
７
０
万
円
の
減
で
、

療
養
費
は
大
き
な
手
術
や
入

院
等
が
昨
年
度
よ
り
少
な

か
っ
た
た
め
、
約
１
３
９
０

万
円
の
減
と
な
っ
た
。

金
も
東
京
を
中
心
に
上
が
っ

て
い
る
。
観
光
客
の
宿
泊
料

金
を
上
げ
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
最
近
は
高

校
生
の
利
用
も
多
く
、

負
担
が
増
え
る
こ
と
は
十
分

検
討
し
た
い
。

（�

）

Q
（
宮
原
）
固
定
資
産

税
の
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
の
金
額
は
。

A
（
税
務
課
長
）
土
地

が
８
１
７
９
万
円
、

家
屋
が
１
億
４
１
７
１
万

円
、
償
却
資
産
が
４
億
２
７

２
８
万
円
だ
。

（�

）

Q
（
宮
原
）
対
象
者
数

と
１
件
当
た
り
の
金

額
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

住
民
税
非
課
税
世
帯

は
２
４
０
世
帯
で
１
世
帯
当

た
り
７
万
円
。
均
等
割
課
税

世
帯
は
１
０
６
世
帯
で
１
世

帯
当
た
り
10
万
円
だ
。

（�

）

Q
（
山
上
）
町
民
会
館

と
焼
却
施
設
の
償
還

生
活
応
援
給
付
金

�

対
象
は

固
定
資
産
税
の
内
訳
は

つ
つ
じ
荘
の

料
金
改
定
を
し
て
は

公
債
費
の

�

償
還
に
つ
い
て

国
保
給
付
費

�

減
額
要
因
は

特
別
会
計

監

査

報

告

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

激
変
す
る
経
済
情
勢
な
ど
、
依
然
と
し
て
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
の
難
し
い
財
政
運

営
で
あ
る
の
で
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た
事
業
を
、
国
や
県
等
の
財
政
状
況
に
留
意
し
つ

つ
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
行
財
政

運
営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

当
町
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
県
内
で
も
最
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
国
保
財
政
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
態
で
あ
る
。
今
後
と
も
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
と
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
望
む
。

（
診
療
所
事
業
）

　

毎
年
、
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
金
で
運
営
し
て
い
る
。
今
後
と
も
医
師
、
看
護

師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努
め
、
町
民
か
ら
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
診
療
所
と
な
る
よ
う

努
力
し
、
健
全
で
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。

（
宅
地
造
成
事
業
）

　

本
年
度
は
第
２
期
事
業
で
造
成
し
た
８
区
画
の
う
ち
４
区
画
を
売
却
し
て
い
る
。
所
期

の
目
的
で
あ
る
人
口
減
少
の
抑
制
と
移
住
・
定
住
の
促
進
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

（
簡
易
水
道
事
業
）

　

本
年
度
は
老
朽
化
し
た
横
防
地
区
の
配
水
管
や
鶴
石
受
水
場
の
送
水
ポ
ン
プ
更
新
、
積

浦
地
区
宅
地
造
成
地
の
配
水
管
布
設
や
玉
野
側
海
底
送
水
管
改
修
工
事
の
設
計
業
務
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
水
の
安
定
供
給
と
効
率
的
な
経
営
を
推
進
す
る
と
と
も

に
建
設
投
資
の
適
切
な
実
施
や
料
金
の
適
正
化
、
収
入
の
確
保
等
を
適
宜
見
直
し
、
な
お

一
層
の
経
営
健
全
化
を
望
む
。

〝
住
民
へ
の
公
正
で
効
率
的
な

　
　
　
　
　
　 

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
〟

�

監
査
委
員　

大
林　
　

清　

�

　

〃 　
　

濵
口　

敏
夫　

決算認定
主
な
質
疑

一
般

�

会
計

（�

）

Q
（
山
上
）
円
安
や
物

価
の
高
騰
等
で
経
費

が
か
さ
ん
で
い
る
。
宿
泊
料

額
と
償
還
期
限
、
そ
れ
に
伴

う
普
通
交
付
税
に
参
入
さ
れ

た
金
額
は
。

A
（
町
長
）
町
民
会
館

が
９
４
８
３
万
円
あ

ま
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理
は

９
５
０
５
万
円
あ
ま
り
だ
。

　

７
年
度
終
了
後
に
は
交
付

税
が
１
億
４
２
０
０
万
円
ほ

ど
減
額
に
な
る
。

　

元
利
償
還
金
は
１
億
９
０

０
０
万
円
ぐ
ら
い
減
に
な
る
。

町
の
予
算
が
歳
入
歳
出
で
は

約
４
７
０
０
万
円
ほ
ど
の
余

剰
が
で
き
る
。

利用料の見直しを
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◦６月16日　直島コメづくりプロジェクト
2024コメの体験「田植え」が積浦地区坪
の奥の田んぼで開催されました。

◦７月１日　三菱マテリアル株式会社伊左
治執行役常務他が表敬訪問のため来庁さ
れました。

◦７月12日　四国汽船株式会社野崎社長他
が近況報告のため来庁されました。

◦７月12日　県大山副知事他が町の課題事
項等確認のため来庁されました。

◦７月22・23日　県町村会の行政視察研修
に参加し、和歌山県九度山町と高野町を
視察しました。

◦７月24日　「マンダリンオリエンタル瀬
戸内－高松」の地鎮祭がサンポートで開
催され、出席しました。

◦８月１日　県道路協会の中央要望活動が
国土交通省他で実施され、参加しました。

◦８月11日　岡山県立操山高校の生徒が来
島し、挨拶しました。

◦８月22日　町商工会女性部との行政懇談
会を商工会館で開催し、出席しました。

◦８月23日　夏季見舞金を対象者に支給し
ました。

（主なもの）
何
か
取
り
入
れ
る
も
の
は

Q
（
西
岡
）
和
歌
山
県

の
高
野
町
な
ど
を
行

政
視
察
し
て
い
る
。
何
か
町

に
取
り
入
れ
た
い
も
の
は

あ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
高
野
町
の

メ
イ
ン
通
り
の
電
線

地
中
化
が
、
ス
ッ
キ
リ
し
て

い
い
な
と
思
っ
た
。

Q
（
西
岡
）
将
来
、
町

も
取
り
入
れ
る
か
。

A
（
町
長
）
電
線
地
中

化
は
す
で
に
宮
浦
港

前
で
、一
部
行
な
っ
て
い
る
。

主
な
質
疑

町長報告

小林町長

委員会で
報告する

マ
テ
リ
ア
ル
の
増
産
計
画

Q
（
山
上
）
副
知
事
が

来
庁
さ
れ
町
の
課
題

を
確
認
し
た
と
。
そ
の
中
で

マ
テ
リ
ア
ル
の
増
産
計
画
の

話
が
あ
っ
た
が
、
内
容
は
。

A
（
町
長
）
吉
野
石
膏

の
海
岸
通
り
に
あ
る

県
道
を
付
け
替
え
て
ほ
し
い

と
の
話
が
あ
る
。
ま
た
、
増

産
計
画
の
絵
が
で
き
た
ら
町

に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
言
っ

て
い
る
。

Q
（
山
上
）
そ
の
報
告

が
あ
れ
ば
、
議
会
に

も
示
し
て
ほ
し
い
が
。

A
（
町
長
）
報
告
が
あ

れ
ば
、
議
会
の
常
任

委
員
会
等
で
説
明
す
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

操
山
高
校
来
島
の
目
的
は

Q
（
中
根
）
岡
山
操
山

高
校
が
部
活
動
の
た

め
来
島
と
あ
る
。
内
容
は
。

A
（
町
長
）
学
校
が
防

災
グ
ッ
ズ
の
バ
ン
ダ

ナ
を
作
っ
て
い
て
、
直
島
に

来
ら
れ
る
海
外
の
方
に
配
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

全
国
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
と
は

Q
（
宮
原
）
全
国
ま
ち

づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ

が
、
概
要
説
明
に
来
庁
と
あ

る
。
ど
ん
な
内
容
か
。

A
（
町
長
）
商
店
街
や

商
工
会
議
所
、
市
町

村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
、
共
同
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
全
国

の
大
学
関
係
者
が
交
流
を
深

め
活
動
す
る
も
の
で
、
香
川

大
学
が
直
島
で
や
り
た
い
と

提
案
し
て
、
や
ろ
う
と
な
れ

ば
直
島
に
来
る
。

今
後
、
道
路
が
狭
く
通
行
に

支
障
が
出
る
が
、
順
次
実
施

す
る
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
明
け

�

楽
市
等
の
売
り
上
げ
は

Q
（
西
岡
）
観
光
協
会

総
会
が
あ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
が
明
け
た
今
、
来
島

者
が
増
え
て
い
る
。
楽
市
や

バ
ス
の
売
り
上
げ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
楽
市
は
多

少
伸
び
て
き
て
い
る
。

バ
ス
は
横
ば
い
だ
と
思
う
。

今
後
、
来
年
の
瀬
戸
芸
に
向

け
、
観
光
協
会
も
が
ん
ば
っ

て
い
く
。

マテリアルの
増産計画は

どうなるのか工場跡地
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◦６月10日　中学校卒業生が在籍する玉野高等学校、玉
野商工高等学校、玉野光南高等学校、玉野備南高等学
校を訪問し、町から通う生徒の状況等を聞きました。

◦６月14日　総合教育会議が開催され、園長・校長から
教育・保育の取り組みについて説明がありました。

◦６月27日　校内公開研究会が中学校で開催され、県教
育センターの指導主事と高松市や三木町内の中学校英
語科教員の参観者がありました。

◦７月８日　県教育委員会事務局東部教育事務所の学校
訪問があり、小・中学校の管理職を除く全ての教員の
授業が公開されました。

◦７月22日　地域行政意見交換会が県庁で開催され、「児
童生徒の複雑化・多様化する課題への対応」について
意見交換をしました。

◦８月19日　８月定例教育委員会を開催しました。議題
は①教育長報告②中・高校生海外研修事業派遣結果に
ついて③令和７年度使用中学校教科用図書の採択の決
定について等でした。

◦８月22日　中・高校生海外研修事業の帰国報告会が開
催されました。８月３日～12日までイギリス南端の
ボーンマスでホームステイをし、自分の考えを表現す
る力を身につけて帰ってきました。

（主なもの）

教育長報告

津山教育長

表現力を
身につけた

つ
い
て
感
心
し
た
の
で
は
と

見
て
取
れ
た
。

ど
ん
な
意
見
が
出
た
か

Q
（
山
下
）
地
域
行
政

意
見
交
換
会
で
、
ど

ん
な
意
見
が
出
た
か
。

A
（
教
育
長
）
全
国
で

特
別
な
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。

い
ろ
ん
な
課
題
が
生
じ
て
お

り
、
支
援
員
の
配
置
や
教
職

員
研
修
の
充
実
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
等
の
取

り
組
み
の
発
表
が
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
し
て
採
択
さ
れ
る
か

Q
（
宮
原
）
教
科
書
の

採
択
で
は
、
紙
と
デ

ジ
タ
ル
の
ど
ち
ら
が
い
い

か
、
生
徒
等
の
意
見
は
入
る

の
か
。

A
（
教
育
長
）
教
科
書

採
択
は
法
令
に
基
づ

い
て
採
択
し
て
お
り
、
教
育

長
、
教
育
委
員
、
保
護
者
代

表
が
委
員
に
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
は
入
っ
て
い
な
い
。

も
う
少
し
人
数
増
や
せ
な
い
か

Q
（
西
岡
）
中
・
高
校

生
の
海
外
研
修
事
業

で
、
も
う
少
し
人
数
を
増
や

せ
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
現
時
点

で
は
４
人
の
派
遣
で
、

適
正
数
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

帰国報告会を
開催

取
り
組
み
の
内
容
は

Q
（
西
岡
）
園
長
・
校

長
か
ら
教
育
・
保
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
が
、
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
園
長
か

ら
学
ぶ
楽
し
さ
、
人

と
協
調
で
き
る
子
ど
も
の
育

成
を
目
指
せ
る
体
制
づ
く

り
。
小
学
校
長
か
ら
命
・
言

葉
を
大
切
に
。
学
力
・
心
・

主
な
質
疑

中高生海外派遣

体
づ
く
り
の
説
明
。
中
学
校

長
か
ら
学
力
の
育
成
、
仲
間

づ
く
り
の
推
進
、開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
の
説
明
が
あ
っ
た
。

各
高
校
の
在
籍
者
数
は

Q
（
宮
原
）
玉
野
市
の

高
校
に
在
籍
す
る
生

徒
の
人
数
は
。

A
（
教
育
長
）
玉
野
高

校
13
人
、
玉
野
商
工

高
校
３
人
、
玉
野
光
南
高
校

１
人
、
玉
野
備
南
高
校
１
人

だ
。

英
語
教
育
の
評
価
は

Q
（
西
岡
）
校
内
公
開

研
究
会
で
、
参
加
し

た
方
か
ら
ど
ん
な
評
価
を
受

け
た
か
。

A
（
教
育
長
）
東
部
教

育
事
務
所
管
内
の
先

生
方
に
案
内
を
出
す
と
、
中

学
校
の
英
語
授
業
を
ぜ
ひ
見

た
い
と
来
ら
れ
る
。
直
接
は

聞
い
て
い
な
い
が
話
す
、
聞

く
こ
と
の
活
動
が
並
外
れ
て

で
き
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
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中根 議員

西岡 議員

小林 町長

小林 町長

〔
町
長
〕
公
共
工
事
で
は
大
変
厳
し
い

〔
町
長
〕
自
助
・
共
助
・
公
助
の
充
実

移
住
定
住
者
増
へ
新
た
な
策
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
備
え
を

早い復活を

　

７
月
に「
香
川
移
住
フ
ェ
ア

in
東
京
」
が
開
催
さ
れ
、「
移

住
に
関
す
る
相
談
」・「
就
職

相
談
」・「
子
育
て
に
関
す
る

相
談
」・「
住
ま
い
の
相
談
」

な
ど
各
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
直

島
の
ブ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
の

方
々
が
相
談
に
来
ら
れ
た
と
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
し
て
い
る
。
移
住

希
望
者
が
「
直
島
に
住
み
た

い
が
住
む
所
が
な
い
か
ら
諦

め
る
し
か
な
い
」
と
の
声
も

聞
こ
え
て
く
る
状
態
に
あ
る
。

人
口
減
少
の
歯
止
め
、
増
加

対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
、町
長
も
常
々
話
さ
れ
て
い

る
。
何
と
か
今
以
上
の
対
策

を
考
え
る
時
で
あ
る
と
思
う
。

例
え
ば
、
県
営
住
宅
と
同
様

の
ア
パ
ー
ト
タ
イ
プ
の
町
営

住
宅
を
単
身
者
住
宅
と
同
様

の
運
用
形
式
で
建
設
し
て
は

と
考
え
る
。我
々
議
員
が
県
外

研
修
し
た
町
も
同
様
の
住
宅

を
建
設
運
用
し
て
い
た
。
町

民
を
は
じ
め
移
住
者
へ
の
柔

軟
な
新
た
な
策
を
希
望
す
る
。

A
（
町
長
）
現
在
、
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
企
業

群
、
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ

ト
直
島
に
よ
る
ア
ー
ト
こ
れ

ら
は
雇
用
状
況
が
活
況
で
あ

る
。
ま
た
移
住
者
に
よ
る
新

規
事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、

新
た
な
活
力
が
出
て
い
る
。

し
か
し
、
住
宅
不
足
が
課
題

と
し
て
あ
る
。

　

町
で
は
現
在
、
単
身
者
住

宅
18
戸
・
家
族
用
住
宅
13
戸

を
整
備
し
、
県
営
住
宅
も
24

戸
あ
る
。
こ
の
他
姫
宮
団
地

も
20
区
画
を
分
譲
す
る
な
ど
、

多
額
の
予
算
を
投
入
し
て
い

る
。

　

ま
た
、教
育
施
設
、道
路
、

港
湾
施
設
な
ど
維
持
補
修
費

も
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ

り
、
今
ま
で
実
施
し
て
き
た

公
共
工
事
に
よ
る
住
宅
供
給

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
し
か
し
直
島
へ
の
移
住

希
望
者
は
、
大
変
多
い
と
聞

く
の
で
、
町
と
し
て
、
財
政

負
担
が
減
ら
せ
る
よ
う
、
民

間
事
業
者
の
活
用
、
リ
ー
ス

方
式
に
よ
る
住
宅
供
給
を
検

討
し
て
い
る
。
戸
数
や
入
居

要
件
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

熟
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
根
）
リ
ー
ス
方
式
を
既

に
検
討
中
と
の
こ
と
、
住
宅

を
探
し
て
い
る
町
民
や
移
住

者
が
明
る
い
未
来
が
見
ら
れ

る
よ
う
願
う
。

　

巨
大
地
震
で
当
町
が
被
災

し
た
場
合
を
想
定
し
、
町
が

で
き
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

日
赤
防
災
セ
ミ
ナ
ー
等
の

実
践
的
な
講
習
会
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
１
人
で

で
き
る
こ
と
に
は
、
限
界
が

あ
り
、
お
互
い
を
思
い
や
る

助
け
合
い
の
精
神
が
も
っ
と

も
重
要
で
あ
り
、
命
を
守
る

こ
と
に
繋
が
る
対
応
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
町
全
体
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、

一
般
対
策
編
・
地
震
対
策
編
・

津
波
対
策
編
の
３
編
の
地
域

防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
の
状
況
を
踏
ま
え
た
防
災

体
制
が
、
よ
り
実
効
性
の
高

い
も
の
と
な
る
よ
う
更
新
し

て
い
く
と
と
も
に
、「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
取
り
組
み

も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
が
、

地
域
防
災
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
で
き
る
よ
う
町
と
し
て

も
協
力
し
て
い
く
。

町
民
の
利
便
性
を

　

島
に
住
む
町
民
に
と
っ
て

船
は
生
活
の
一
部
だ
。
し
か

し
、
現
在
四
国
汽
船
の
小
型

船
が
減
便
し
て
お
り
、
町
民

が
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

　

四
国
汽
船
も
船
員
確
保
に

尽
力
し
て
い
る
が
、
厳
し
い

状
況
の
よ
う
だ
が
、
町
民
の

不
満
は
大
き
く
な
る
ば
か
り

で
あ
る
。

　

国
や
県
に
審
議
し
て
い
た

だ
き
小
型
船
の
公
営
運
航
を

要
望
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
四
国
汽
船

に
お
い
て
は
、
船
員

不
足
に
よ
っ
て
レ
ッ
ド
バ
ー

ド
が
運
休
と
な
り
、
減
便
と

な
っ
て
約
２
年
が
経
過
し
て

お
り
、い
ま
だ
に
ダ
イ
ヤ
回
復

の
め
ど
が
立
た
な
い
現
状
だ
。

　

折
に
触
れ
四
国
汽
船
に
対

し
て
、
早
期
回
復
を
要
望
し

て
い
る
が
、
船
員
の
確
保
対

応
の
み
な
ら
ず
、
経
営
状
況

も
か
ん
ば
し
く
な
い
状
況
だ
。

　

ま
た
、
町
が
小
型
船
を
運

航
す
る
と
な
れ
ば
、
新
造
船

や
船
員
確
保
も
困
難
で
あ

る
。
四
国
汽
船
に
以
前
の
よ

う
な
ダ
イ
ヤ
に
復
活
す
る
よ

う
粘
り
強
く
要
望
す
る
。

一
般
質
問

内容は質問者の責任において作成しています

マリンパール横防（リース方式の町営住宅）
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先
日
、
国
が
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
を
発
表
し
、

町
民
の
多
く
も
防
災
に
対
し

て
再
認
識
さ
れ
た
方
も
多
い

と
思
う
。

　

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発

生
す
れ
ば
、
直
島
は
震
度
５

か
ら
６
、
津
波
は
約
３
ｍ
と

公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
特
に
気
に 宮原 議員小林 町長

〔
町
長
〕
地
域
防
災
計
画
に
書
い
て
あ
る

飲
料
水
確
保
の
た
め
の
実
施
計
画
は

な
る
の
が
、
飲
料
水
、
生
活

用
水
な
ど
だ
。
最
悪
の
ケ
ー

ス
（
海
底
送
水
管
が
壊
滅

し
、
さ
ら
に
浄
水
場
が
利
用

で
き
な
い
状
況
）
で
、
町
内

の
水
道
管
が
壊
滅
し
て
断
水

と
な
っ
た
と
き
、
島
外
か
ら

輸
送
船
で
運
ぶ
た
め
の
計
画

書
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
は
、
作

成
し
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
こ
の
質
問

は
、
極
論
だ
。

　

海
底
送
水
管
な
ど
が
破
損

す
る
ほ
ど
の
地
震
が
発
生
す

れ
ば
、
人
命
の
危
機
や
ほ
と

ん
ど
の
公
共
施
設
も
破
損
す

い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
一

般
的
な
こ
と
は
書
い
て
い
る

が
、
細
か
い
実
施
計
画
や
協

定
が
必
要
だ
。
例
え
ば
、
四

国
汽
船
と
今
後
、
飲
料
水
を

含
め
た
物
資
の
運
送
協
定
を

結
ぶ
か
。

A
（
町
長
）
生
協
と
は

協
定
を
結
ん
で
い
る
。

運
送
も
含
め
、
ど
こ
で
物
資

を
調
達
す
る
か
な
ど
、
も
っ

と
広
げ
る
必
要
が
あ
れ
ば
考

え
る
。

（
宮
原
）
大
災
害
発
生
時
、

町
長
部
局
と
議
会
は
「
３
０

０
０
人
の
命
を
預
か
る
」
立

場
だ
。

　

ま
た
、
二
元
代
表
制
の
責

任
が
あ
り
、
議
会
は
町
か
ら

の
予
算
や
条
例
を
議
決
し
、

町
長
部
局
は
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
執
行
す
る
。
地
震
発
生

後
の
異
常
な
状
況
で
な
く
、

落
ち
着
い
た
冷
静
な
時
に
、

実
施
計
画
や
協
定
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。

る
。

　

そ
こ
で
、
人
命
を

最
優
先
と
考
え
る
。

町
の
地
域
防
災
計
画

で
飲
料
水
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
は
詳
細

に
定
め
て
い
る
の

で
、
新
た
な
計
画
は

作
成
し
な
い
。

Q
　

地
域
防
災

計
画
書
は
、

県
も
町
も
作
成
し
て

令
和
６
年
度　

補
正
予
算

一
般
会
計
専
決
第
２
号

　

中
学
校
の
雨
漏
り
修
繕
に

緊
急
に
対
応
す
る
た
め
の
経

費
７
７
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
34
億
３
７
５
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

◦
繰
越
金

 

７
７
０
万
円
追
加

◎
歳
出

◦
中
学
校
費

 

７
７
０
万
円
追
加

一
般
会
計
第
２
号

　

定
額
減
税
調
整
給
付
金
、

各
種
生
活
応
援
給
付
金
、
幼

児
学
園
屋
上
防
水
改
修
、
町

道
中
筋
２
の
４
号
線
道
路
改

良
に
か
か
る
経
費
な
ど
に
１

億
６
５
３
２
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
、
36
億
２

８
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

◦
地
方
交
付
税

 

２
４
５
７
万
円
追
加

◦
国
庫
支
出
金

 

１
８
９
１
万
円
追
加

◦
繰
越
金

 

１
億
２
１
８
４
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦ 

定
額
減
税
調
整
給
付
金
給

付
事
業
費

 

１
９
７
５
万
円
追
加

◦ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
生

活
応
援
給
付
金
給
付
費

 

１
４
１
２
万
円
追
加

◦
認
定
こ
ど
も
園
費

 

６
４
７
４
万
円
追
加

◦ 

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良

費

 

６
４
８
４
万
円
追
加

路肩が崩れ危険な中筋２の４号線

中学校舎雨漏り

飲料水は命
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工
事
請
負
契
約

契
約
の
目
的

　

 

令
和
６
年
度
消
防
団

第
１
分
団
屯
所
用
地

造
成
工
事

契
約
の
方
法

　

随
意
契
約

契
約
金
額

　

５
９
４
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　

石
井
建
設
株
式
会
社

条例改正
趣　
　

旨

　

国
に
お
け
る
保
育
士
の

配
置
基
準
の
改
正
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

部
局
の
配
置
定
数
を
見
直

す
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の

主
な
内
容

　

教
育
委
員
会
の
事
務
部

局
の
職
員
定
数
を
、
現
在

の
16
人
か
ら
21
人
に
改
正

す
る
条
例

町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

去
る
８
月
21
日
、
四
国

汽
船
か
ら
野
崎
社
長
、
田

邉
専
務
、
下
津
直
島
支
店

長
、町
執
行
部
か
ら
町
長
、

副
町
長
は
じ
め
担
当
課
長

に
出
席
を
も
と
め
、
協
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
、
町
長
の
挨
拶
の

後
、
野
崎
社
長
か
ら
「
現

在
、
船
員
不
足
で
困
っ
て

い
る
。
募
集
は
す
る
が
定

着
し
な
い
。
そ
の
後
、
急

に
船
の
安
全
管
理
を
す
る

『
海
務
』
が
退
職
し
た
等
が

減
便
を
長
引
か
せ
て
い
る
原

因
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
国
際
両
備
に

支
援
の
協
力
を
お
願
い
し
、

田
邉
専
務
と
海
務
の
方
に
執

行
役
員
と
し
て
来
て
も
ら
っ

て
い
る
」
と
現
状
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
・
意
見

Q （
井
下
）
船
員
が
辞
め
た

の
に
は
要
因
が
あ
る
と
思
う
。

募
集
す
る
の
に
解
決
策
を
考

え
た
上
で
募
集
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
現
状
フ
ェ
リ
ー
と
小

型
船
の
乗
組
員
に
給
料
等
格

差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A （
田
邉
専
務
）
私
は
入
社

し
て
ま
だ
１
カ
月
だ
が
、
同

業
者
な
の
で
辞
め
る
理
由
は

よ
く
わ
か
る
。
フ
ェ
リ
ー
に

つ
い
て
の
離
着
桟
回
数
が
非

常
に
多
く
、
労
働
密
度
が
高

い
。
ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
と
小

型
船
で
労
働
密
度
の
差
が
あ

る
。
国
際
両
備
で
は
航
路
ご

と
に
転
属
し
な
が
ら
、
公
平

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

四
国
汽
船
は
そ
こ
が
う
ま
く

機
能
し
て
い
な
い
と
見
受
け

ら
れ
る
。
時
間
は
か
か
る
が

我
々
が
持
っ
て
い
る
労
働
管

理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
働
き
や

す
く
長
続
き
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

　

数
字
を
話
せ
ば
、
営
業
利

益
が
４
期
連
続
赤
字
で
、
大

き
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
で
き

る
状
況
で
は
な
い
が
、
イ
ン

タ
ー
バ
ル
や
休
日
を
増
や
す

等
、
今
後
経
営
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
き
、
従
業
員
が
定

着
す
る
体
制
に
も
っ
て
い
き

た
い
。

Q （
山
上
）
レ
ッ
ド
バ
ー
ド

の
復
活
よ
り
も
、
四
国
汽
船

自
体
の
運
営
が
難
し
い
と
感

じ
た
が
。

A （
野
崎
社
長
）
そ
う
で
は

な
く
レ
ッ
ド
バ
ー
ド
の
復
活

が
難
し
い
と
。
３
人
乗
船
の

た
め
人
を
取
ら
れ
る
の
で
。

Q （
浜
口
）
い
ろ
い
ろ
聞
い

た
が
、
現
状
打
開
の
た
め

四
国
汽
船
は
今
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

A （
野
崎
社
長
）
ま
ず
は

船
員
不
足
を
解
消
の
た
め
、

労
働
条
件
、
労
働
関
係
改

善
の
見
直
し
を
し
て
い
く
。

Q （
山
上
）
四
国
汽
船
の

あ
り
方
次
第
で
今
後
国
際

両
備
と
共
同
運
航
の
可
能

性
は
。

A （
田
邉
専
務
）
今
、
四

国
汽
船
は
会
社
管
理
、
経

営
形
態
は
個
人
商
店
の
状

況
な
の
で
、
我
々
の
持
っ

て
い
る
も
の
を
し
っ
か
り

お
伝
え
し
て
、
同
レ
ベ
ル

に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
中
根
）
四
国
汽
船
に
は

議
員
か
ら
の
質
問
に
快
く

答
え
て
い
た
だ
き
、
現
状

打
解
に
向
け
た
気
持
ち
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今

後
も
町
民
の
生
活
航
路
と

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

四
国
汽
船
と

協
議
会
開
催

従
業
員
が
定
着
す
る
体
制
に
！

第１分団屯所建設用地
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〔
総
務
課
〕

　

５
月
18
日
～
19
日

掃
海
艇
な
お
し
ま
寄
港
イ
ベ

ン
ト
２
日
で
５
９
０
人
参
加

　

７
月
８
日

消
防
団
夏
季
訓
練

 

79
人
参
加

Q
（
山
上
）
宮
崎
で
地

震
が
あ
っ
た
が
、
国

か
ら
避
難
体
制
の
準
備
な
ど

町
民
に
呼
び
か
け
る
通
知
が

あ
っ
た
と
思
う
が
。

A
（
課
長
）
緊
急
時
の

体
制
を
つ
く
っ
て
お

き
、
職
員
に
は
避
難
所
が
で

き
る
体
制
と
連
絡
体
制
は
周

知
し
た
。

〔
診
療
所
〕

診
療
状
況
（
７
月
末
）

入
院
患
者
数 

１
１
４
人

 

（
前
年
度　

90
人
）

外
来
患
者
数 

３
７
４
９
人

 

（
前
年
度　

３
９
７
３
人
）

時
間
外
救
急
患
者
数 

77
人

 

（
前
年
度　

１
４
０
人
）

マ
イ
ナ
保
険
証

Q
　

診
療
所
で
の
利
用

者
数
は
。

A
　

約
１
０
０
人
の
外

来
患
者
が
利
用
し
て

い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

〔
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
〕

　

６
月
22
日
～
23
日

直
島
出
会
い
隊
「
島
コ
ン
」

開
催

　

７
月
６
日
～
７
日

香
川
県
移
住
フ
ェ
ア
ー
in
東

京
に
参
加

〔
教
育
委
員
会
〕

　

８
月
３
日
～
12
日

中
学
生
・
高
校
生
海
外
研
修

事
業
。
イ
ギ
リ
ス
ボ
ー
ン
マ

ス
へ
中
学
生
２
人
・
高
校
生

２
人
の
４
人
が
参
加

　

８
月
７
日

新
規
Ａ
Ｌ
Ｔ
着
任

　

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ
ロ
ス
氏

戦
没
者
追
悼
式

　

６
月
28
日

出
席
者　
　
　

遺
族
20
人

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　

８
月
１
日
～
31
日

　

町
広
報
・
ふ
れ
あ
い
通
信

で
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　
「
つ
な
が
る
私
た
ち
の
時

代
に
、差
別
は
つ
な
げ
な
い
」

〔
健
康
推
進
室
〕

特
定
健
診
・

�

結
核
肺
が
ん
検
診

町
内
３
会
場
で
実
施

受
診
者
数　
　

２
０
８
人

お
や
こ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

７
月
30
日

参
加
人
数　
　
　
　

22
人

〔
建
設
経
済
課
〕

つ
り
公
園
（
７
月
末
）

営
業
日
数　
　
　
　

87
日

入
園
者
数　
　

６
４
０
人

鳥
獣
捕
獲
数
（
７
月
末
）

カ
ワ
ウ　
　
　
　
　

24
羽

タ
ヌ
キ　
　
　
　
　

３
匹

イ
ノ
シ
シ　
　
　
　

11
頭

ヌ
ー
ト
リ
ア　
　
　

３
匹

姫
宮
団
地

Q
　

販
売
状
況
は
。

A
　

現
時
点
で
残
り
１

区
画
と
な
っ
て
い
る
。

〔
環
境
水
道
課
〕

環
境
教
室

　

７
月
２
日

直
島
小
学
校
５
年
生
15
人
が

琴
反
地
海
岸
で
ア
マ
モ
・
干

潟
の
観
察
を
実
施

ご
み
０
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　

７
月
６
日

町
内
各
所
に
て
実
施

参
加
者
数　
　

５
２
４
人

ご
み　

２
・
９
ト
ン
収
集

エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

　

７
月
20
日
～
26
日

海
の
駅
に
て
展
示

応
募
作
品　

１
１
６
点

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

　

８
月
10
日

直
島
の
火
ま
つ
り

 

約
３
０
０
０
人
参
加

Q
（
中
根
）
特
産
品
の

新
商
品「
波
無
ど
ら
」

と
「
波
音
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の

販
売
状
況
は
。

A
（
課
長
）
ど
ら
焼
き

は
１
５
０
０
個
、
ま

ん
じ
ゅ
う
は
４
５
０
箱
売
れ

て
い
る
。

Q
（
山
上
）
社
宅
整
備

費
用
助
成
金
は
具
体

的
に
。

A
（
課
長
）
家
族
用
２

戸
・
単
身
者
用
４
戸

Q
（
宮
原
）
文
化
財
保

護
審
議
会
で
町
指
定

申
請
は
ど
こ
か
ら
か
。

A
（
次
長
）
八
幡
神
社

の
本
殿
で
総
代
会
か

ら
出
て
い
る
。

Q
（
山
下
）
中
学
３
年

生
の
ス
マ
ホ
使
用
時

間
が
県
平
均
、
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
が
、
何
か
指

導
と
か
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
啓
発
活

動
は
子
ど
も
に
も
保

護
者
に
も
し
て
い
る
が
、
効

果
が
十
分
に
出
て
い
な
い
。

今
後
も
引
き
続
き
や
っ
て
い

く
。

干潟の生物観察

火まつりの参加者
� 過去最高！

琴弾地海岸で
� 環境教室

総 務・文 教経 済・民 生
中
根 

委
員
長

山
上 

委
員
長

ふ
る
さ
と
納
税

　

７
月
末
現
在
２
０
３
件

 

８
９
３
５
千
円

盛りあがった火まつり
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ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

が
面
白
く
な
っ
て
き
た
。

も
し
ト
ラ
か
ら
ほ
ぼ
ト
ラ

に
、そ
し
て
確
ト
ラ
に
な
っ

た
と
思
っ
て
い
た
が
、
バ

イ
デ
ン
が
、
副
大
統
領
の

カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
を
後
継

者
と
し
て
指
名
し
て
以
降
、

ほ
ぼ
ト
ラ
の
声
が
薄
れ
か

け
て
き
て
い
る
。

　

私
を
含
め
ほ
と
ん
ど
の

日
本
人
は
、
ト
ラ
ン
プ
が

大
統
領
に
返
り
咲
く
こ
と

に
な
れ
ば
、
世
界
が
大
混

乱
に
な
る
と
思
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

　

１
回
目
の
テ
レ
ビ
討
論

で
は
ハ
リ
ス
が
優
勢
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
選
挙

の
結
果
は
予
想
で
き
な
い

が
、ほ
ぼ
ト
ラ
で
な
く
な
っ

て
、
少
し
ホ
ッ
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

 

（
浜
口　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
小
野　

孝
一

委
　
員
　
山
下　

玲
子

　
〃
　
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

A （
山
川
）
大
阪
府
豊
中
市

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

Q　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

直
島
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で

す
か
。

A （
山
川
）
２
０
１
９
年
に

地
中
カ
フ
ェ
で
働
い
て
い
て

住
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
直

島
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思

い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
ま
し
た
。

Q　

協
力
隊
で
は
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A （
山
川
）
移
住
・
定
住
と

デ
ジ
タ
ル
関
係
の
仕
事
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

Q　

先
日
参
加
し
た
、
東
京

で
の
移
住
フ
ェ
ア
で
、
来
場

者
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
。

A （
山
川
）
直
島
＝
ア
ー
ト

の
島
と
い
う
印
象
が

強
い
と
感
じ
ま
し

た
。
直
島
を
知
ら
な

く
て
も「
か
ぼ
ち
ゃ
」

や「
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
」

は
知
っ
て
い
る
と
い

う
方
な
ど
が
い
ま
し

た
。
住
ん
で
み
た
い

ン
ト
に
参
加
し
て
知
り
合
っ

た
方
や
近
隣
の
方
な
ど
、
紹

介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

く
、
友
だ
ち
や
知
り
合
い
が

増
え
ま
し
た
。

Q　

将
来
の
直
島
を
こ
う
し

た
い
、
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
は
。

A （
山
川
）
町
民
・
移
住
者
・

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
分

け
隔
て
な
く
、
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
け
て
、
健
康
で
生
き

生
き
し
て
い
る
島
。「
こ
こ

で
暮
ら
す
と
健
康
寿
命
が
延

び
る
」
み
た
い
な

島
に
な
れ
ば
最
高

で
す
ね
。

Q　

今
後
、
直
島

に
永
住
し
た
い
と

山川未沙�さん

　

今
回
、
が
ん
ば
っ
り
ょ
る

で
に
登
場
い
た
だ
く
の
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
が
ん

ば
っ
り
ょ
る
山
川
未
沙
さ
ん

で
す
。

Q　

山
川
さ
ん
、
本
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
早

速
で
す
が
、
い
つ
頃
直
島
へ

来
ら
れ
ま
し
た
か
。

A （
山
川
）
令
和
６
年
７
月

に
来
ま
し
た
。

Q　

以
前
は
ど
ち
ら
に
お
住

ま
い
で
し
た
か
。

と
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
方

が
多
い
印
象
で
し
た
。

Q　

直
島
に
住
ま
れ
て
み
て

ど
う
で
す
か
、
不
便
な
こ
と

と
か
あ
り
ま
す
か
。

A （
山
川
）「
ほ
ど
よ
い
便

利
な
島
」
だ
と
思
い
ま
す
。

船
や
バ
ス
の
便
数
も
都
会
ほ

ど
多
く
は
な
い
で
す
け
ど
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
生
活
す
れ

ば
い
い
の
で
、
特
別
不
便
さ

は
感
じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、

島
の
皆
さ
ん
優
し
く
て
、
楽

し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

Q　

町
民
の
方
や
、
先
輩
移

住
者
の
方
の
友
だ
ち
は
で
き

ま
し
た
か
。

A （
山
川
）
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
音
楽
仲
間
や
イ
ベ

の
思
い
は
あ
り
ま
す
か
。

A （
山
川
）
こ
れ
か
ら
暮
ら

し
て
い
く
中
で
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q　

最
後
に
、
直
島
の
皆
さ

ん
に
報
告
し
た
い
こ
と
や
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
ど
う
ぞ
。

A （
山
川
）
５
年
前
に
直
島

で
暮
ら
し
て
い
た
時
の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
移
住

し
て
来
ま
し
た
。
趣
味
は
料

理
・
楽
器
演
奏
・
手
芸
な
ど

で
す
。
直
島
の
お
力
に
な
れ

る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

山
川
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、

ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
移
住

希
望
者
の
皆
さ
ん
の
物
件
の

こ
と
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
私
た
ち
も
応
援
し
て
い

ま
す
。

　移住フェア in 東京にて

本村の人気スポット

５
年
前
に
い
た
時
が
忘
れ
ら
れ
ず

趣味のユーフォニアム演奏


